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1.   私共 は， 身長 ならび に身体の高さの計測に際し，

計 測器具 の差異により計測結果に若干の差異の生 ずるこ

とを 経験してい る。 その原因を追求 するために， 次の実

験を試みた。

2. 計測 器具 として，人類 学で用いてい るMartin 氏

身長 計（a 法） と， 普通学校等におい て健康診断で使用

してい る支柱つ き木製身長計 （ｂ法） の２つ を用い た。

実 験は,   1966年 ３月に行なった。

被 検者は 成人 男女 各10名（20歳～39歳） で，器具別に

身長 など長 径6 項 目の計 測を行い， また計測 の直前に写

真撮 影を行 なった。 これらの身体計測値と側面写真とに

より ２・３ の考察を試みた。

3. 主 な結果はつぎのようである。

ａ法による方 が,   b 法より計測値は小 である。 その差

は男子では，平均値7.0mm 標準偏差5.3mm, 女 子で

は，平均値5.  2inin標準偏差2.3mm であ る。


